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２０２３年３月２７日 

日本原子力発電株式会社 

 

東海第二発電所 屋外照明コンセントからの発煙について 

 

１．状況 

東海第二発電所は第２５回定期事業者検査中のところ，２０２２年１２月６日１６

時４９分頃，屋外敷地内駐車場（屋外 非管理区域）の仮設照明（以下，「スズラン灯
※１」という）コンセントから煙が発生していることを協力会社社員が確認し，その状

況を協力会社警備員に連絡した。これを受け当社監視所は公設消防に１１９番通報

（覚知時刻１６時５０分）した。なお，自衛消防隊は１７時０５分に出動した。 

１６時５６分に当社社員が当該スズラン灯コンセントからコンセントプラグを引き

抜いた。この後，当該社員があらためて発煙の有無を確認したところ発煙が収まって

いることを確認した。また，１７時２１分に当社社員が上流側ＮＦＢ（ノーヒューズ

ブレーカー：配線用しゃ断器）を「入」から「切」とした。 

公設消防は，１７時０１分に発電所に到着（消防車２台，レスキュー車１台，指揮

車１台，サイレン・赤色灯有），その後１７時０４分に追加で発電所に到着（指揮車

１台，サイレン・赤色灯有）し，現場確認を開始した。 

公設消防は，１７時３４分に「本事象は火災である」と判断し，同時刻「鎮火」を

確認した。 

なお，本事象に伴い当社及び公設消防は消火活動を実施していない。また，本事象

に伴う人身災害の発生，発電所設備及び環境への影響は無かった。 

※１：夜間における歩道や工事現場等での歩行者の安全を確保するために設置する照明 

［添付資料－１，２］ 

 

２．原因 

 ２－１原因調査 

原因究明のため各種調査を実施し，判明した結果を以下に示す。 

（１）事象発生当日に確認した事実 

事象発生当日に以下の事実を確認した。 

・当該スズラン灯コンセント内部に水分があった。 

・当該スズラン灯コンセントがメーカ推奨の設置方法とは逆向きの上向き

（コンセントプラグが下向き）に設置されており，水分がコンセント内に

入りやすい状態となっていた。 

・当該スズラン灯及び当該スズラン灯コンセントは，２０２２年２月に設置

したものであった。 

・当該スズラン灯は発煙が確認された際，点灯中であった。 

・当該スズラン灯は，当社社員が１６時５６分にコンセントプラグを引き抜

いたことで消灯した。この後，当該社員があらためて発煙の有無を確認し

たところ発煙が収まっていた。 

 

（２）事象発生以降実施した当該スズラン灯コンセントの詳細調査 

原因究明のため当該スズラン灯コンセントの詳細調査を実施した。 

本調査については，事象発生当日，現場において公設消防と共に当該スズラ

ン灯コンセントの分解を行い，内部に焦げ跡や炭化があることを確認した。こ

のことを踏まえ公設消防と意見交換した上で以下の項目を抽出し，その後の調

査を進めることとした。 

別紙
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なお，本調査のうち当該スズラン灯コンセント内部の詳細な状況調査につい

ては公設消防と共に調査を行った。 

    １）経年劣化 

当該スズラン灯及び当該スズラン灯コンセントは２０２２年２月に設置し

たものであり，経年劣化が発煙の要因になるとは考え難い。 

    ２）製造不良 

当該スズラン灯及び当該スズラン灯コンセントは２０２２年２月に設置し

たものであり，設置以降約１０か月間の使用実績があること，及びこの間に

異常が確認されなかったことから，製造不良が発煙の要因になるとは考え難

い。 

    ３）過電圧 

当該スズラン灯コンセント上流側電源の電圧を確認したところ，基準値

（１８９Ｖ～２３１Ｖに対して２０７Ｖ［スズラン灯の定格電圧：２００Ｖ］）

内であることを確認した。なお，発煙事象発生時点においても，発電所構内

で異常な電圧変動は確認されていないことから，過電圧が発煙の要因になる

とは考え難い。 

    ４）過電流 

当該スズラン灯コンセント及びコンセントプラグの通電部に変色等の過電

流が流れた形跡は無かったこと，また，発煙事象発生時，上流側ＮＦＢの動

作は無かったことから，過電流が発煙の要因になるとは考え難い。 

    ５）端子のゆるみ 

当該スズラン灯コンセント内の配線（黒線・白線・赤線（アース））の端子

にゆるみはなく，端子のゆるみが発煙の要因になるとは考え難い。 

    ６）コンセント内の配線被覆の損傷 

当該スズラン灯コンセント内の配線被覆の損傷の有無（絶縁部の破れ，破

損）を確認した結果，黒線・白線・赤線（アース）とも配線被覆に損傷はな

く，配線被覆の損傷が発煙の要因になるとは考え難い。 

    ７）コンセント内部の異物・水分の混入 

当該スズラン灯コンセント内部を確認した結果，今回の発煙事象で発生し

たと思われるコンセント内部部品（ケース部）の炭化物の他に土・砂の異物

を確認した。また，発煙事象発生当日にコンセント内部に水分があることも

確認している。 

さらに当該スズラン灯コンセント内部の炭化物，土・砂を除去したとこ

ろ，主に電源端子部相間付近が熱により変形していることを確認したことか

ら，コンセント内部の土・砂に水分が加わり通常とは異なる電気回路が形成

され発熱し発煙に至った可能性があると推定した。 

［添付資料－３］ 

 

 （３）発煙事象の再現確認 

    前述の「（２）事象発生以降実施した当該スズラン灯コンセントの詳細調

査」より当該スズラン灯コンセント内に土・砂や水分が流入したことにより，

当該コンセント内部が発熱し発煙に至った可能性があることから，同様の事象

を模擬し再現確認を行った。 

   １）コンセント内部への水分流入の再現確認 

コンセントの設置方向がメーカ推奨の設置方法とは逆向き（コンセントが

上向きでコンセントプラグが下向き）の状態となっていたことから，コンセ

ントの向きを上向き及び下向きにした状態で降雨を模擬した散水試験を行
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い，コンセント内部への水分流入の有無について検証した。 

その結果，コンセントの設置方向が逆向き（コンセントが上向きでコンセ

ントプラグが下向き）の時はコンセント内部へ水分が流入することを確認し

た。また，コンセントの設置方向がメーカ推奨の向き（コンセントが下向き

でコンセントプラグが上向き）の時は，コンセント内部への水分の流入がな

いことを確認した。 

以上より，当該コンセントの設置方向が逆向き（コンセントが上向きでコ

ンセントプラグが下向き）の時は降雨による水分の流入が防げないことを確

認した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［添付資料４－１］ 

２）コンセント内部への土・砂流入の再現確認 

コンセントの設置方向が逆向き（コンセントが上向きでコンセントプラグ

が下向き）の時は，下図に示すとおりコンセント接続部に土・砂が堆積しや

すい状態となる。このため，屋外に設置した当該コンセント周辺の土・砂を

採取し，コンセント接続部に土・砂を付着・堆積させ降雨を模擬した散水試

験を行い，コンセント内部へ水分と共に土・砂が流入するか検証した。その

結果，水分と共に土・砂が流入することを確認した。 

以上より，屋外の当該コンセントの設置方向が逆向き（コンセントが上向

きでコンセントプラグが下向き）の時，時間の経過とともに周囲の土・砂が

コンセント接続部に付着・堆積すると，降雨により水分と共にコンセント内

部へ流入することを確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［添付資料４－２］ 

コンセントが上向きの

場合には接続部のくぼ

みに水分が溜まり水分

の流入を防げない 
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３）コンセントが発熱に至るメカニズムの検証 

前述の「１）コンセント内部への水分流入の再現確認」及び「２）コンセ

ント内部への土・砂流入の再現確認」より，コンセントの設置方向が逆向き

（コンセントが上向きでコンセントプラグが下向き）の状態において，コン

セント内部に水分や土・砂が流入することを確認した。 

この流入した水分や土・砂が通電時にコンセント内部に与える影響を確認

するため，水分及び土・砂が流入した場合を模擬し，当該スズラン灯の使用

状態と同様２００Ｖの電圧を加え発熱・発煙の有無を検証した。また検証に

あたっては，コンセント内部に水分のみが流入した場合，乾燥した土・砂の

みが流入した場合もあわせて実施した。なお，検証は当社東海総合研修セン

ターの実験施設を用いて実施した。 

その結果，下記の表に示すとおり，水分のみの流入または乾燥した土・砂

のみの流入ではコンセントは発熱しないことを確認した。また，水分及び

土・砂が流入した場合でも土・砂の流入が少量の場合は発熱せず，流入した

土・砂が蓄積した場合にはコンセント内部が発熱することを確認した。 

ただし，コンセント内部での発熱は 45.3℃まで上昇することを確認した

ものの，途中で温度上昇が平衡する状態が発生した。これはコンセント内の

水分が蒸発し，土・砂が乾燥状態かそれに近い状態になったことによるもの

と考えられる。このため，コンセント内部への水分流入を継続する追加試験

を実施した結果，温度上昇は継続し 90.0℃以上まで上昇することを確認し

た。 

なお，コンセント内部での温度上昇傾向の再現が確認できたため，安全確

保の観点から発煙に至る前に検証は終了した。 

上記検証から，コンセント内部において乾燥状態では絶縁性を有する土・

砂に水分が加わることで電気抵抗を持ちつつ導電性を有する状態となり，か

つそれら土・砂が蓄積することでコンセントの電源端子部相間に電気回路が

形成されたことにより発熱し，これが熱源となりコンセントの内部部品が加

熱され発煙に至る温度まで上昇するものと考えられる。 

以上より，コンセント内部に流入した土・砂が蓄積された状態でそれらが

水分を含むとコンセント内部で発熱することを確認した。 

 

コンセント内部への流入状態 発熱の有無 

水分のみ流入 無し 

乾燥した土・砂のみ流入 無し 

水分及び土・砂（少量）の流入 無し 

水分及び土・砂の流入 

（蓄積された状態） 

有り 

［添付資料４－３，４－４］ 

 

４）コンセント内部に流入した土・砂が蓄積するメカニズムの検証 

上記「３）コンセントが発熱に至るメカニズムの検証」に記載のとおりコ

ンセント内部に流入した土・砂が蓄積し，それらに水分が加わるとコンセン

ト内部で発熱事象が発生することが確認できた。このため，コンセント内部

に流入した土・砂が蓄積するかメカニズムを検討した結果，以下の３点が考

えられる。 

①当該スズラン灯設置時（２０２２年２月）のコンセント接続前の開放状

態の際にコンセント内部に土・砂が多量に流入した。 
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②当該スズラン灯供用期間中（２０２２年２月以降）コンセントを接続せ

ず開放状態の際に土・砂が多量に流入した。 

③当該スズラン灯供用期間中（２０２２年２月以降），コンセント接続部

より徐々に土・砂が流入し，これが繰り返されることによりコンセント

内部に土・砂が蓄積した（コンセント接続部から土・砂が流入すること

は２．（３）の「２）コンセント内部への土・砂流入の再現確認」で確

認済）。 

 

①は供用開始時に既に土・砂が多量に流入しているとは考え難いこと，仮

に流入していた場合，供用開始直後に発煙事象の発生が起こりえることか

ら，①の可能性は考え難い。 

②は当該スズラン灯の関係者への聞き取り調査によれば供用開始以降連続

使用しており，コンセントを抜き差ししたことは無いことから，②の可能性

は考え難い。 

以上より残る③についてコンセント接続状態のままコンセント内部に徐々

に土・砂が流入・蓄積していくことを検証することとした。 

まず，２．（３）の「２）コンセント内部への土・砂流入の再現確認」同

様，コンセント接続部に土・砂を付着させ散水する試験を行った。更に実際

の気象条件（晴れた状態：乾燥状態と降雨の状態：湿潤状態）を模擬して，

コンセント内部に流入した水分及び土・砂をドライヤーで蒸発乾燥させ，こ

れらを繰り返す試験を行った。その結果，わずかずつではあるもののコンセ

ント内部に土・砂が蓄積する傾向にあることを確認した。 

なお，当該コンセント設置場所は，土が露出していること，駐車場の出入

り口であり工事車両を含めた大型車両が頻繁に往来し土・砂が舞い上がりや

すい環境であること，地面から約 50cm 程度の高さに設置していたことか

ら，コンセント接続部に土・砂が堆積しやすい環境であることを確認した。 

［添付資料４－５］ 

 

２－２事象発生のメカニズム 

「２－１原因調査」の調査結果より，当該コンセントが発煙に至ったメカニズ

ムは以下のとおりと推定する。 

【① 当該コンセント接続部への土・砂の付着】 

当該スズラン灯を設置する際に，当該コンセントをメーカ推奨とは逆向きにコ

ンセントが上向き，コンセントプラグが下向きとなるように設置した。また，当

該コンセント設置場所は，土が露出していること，駐車場の出入り口であり工事

車両を含めた大型車両が頻繁に往来し土・砂が舞い上がりやすい環境であるこ

と，地面から約 50cm 程度の高さに設置していたことから，コンセント接続部には

土・砂が溜まりやすい状態となり，屋外使用下のため，風雨により周辺の土・砂

が付着・堆積していった。 

↓ 

 

【②当該コンセント内部への土・砂の流入】 

当該コンセント接続部に付着・堆積した土・砂は降雨により水分とともにコン

セント内部に流入していった。 

なお，コンセント内部へ流入した土・砂が少量である場合または乾燥状態にあ

る場合は，コンセント内部での発熱事象は発生しない。 

↓ 
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【③当該コンセント内部へ流入した土・砂の蓄積】 

当該コンセント内部へ水分（降雨）とともに流入した土・砂は，雨が止んだ後，

時間の経過とともに，水分は蒸発するが乾燥した土・砂はコンセント内部に残留す

る。その後，上記①，②を長期間繰り返すことにより徐々に当該コンセント内部へ

流入した土・砂が蓄積されていく。 

↓ 

 

【④蓄積した土・砂が湿潤状態となったことに伴う発熱・発煙の発生】 

当該コンセント内部において乾燥状態では絶縁性を有する蓄積した土・砂が降

雨による水分の流入で電気抵抗を持ちつつ導電性を有する状態となった。このた

め，電源端子部相間付近で湿った土・砂による電気抵抗を有する電気回路が形成

されたことにより発熱し，これが熱源となりコンセントの内部構成品が加熱され

発煙に至った。 

［添付資料－５］ 

 

２－３事象の原因 

今回の事象発生に至った原因は以下のとおり，コンセント内部への水分及び異

物（土・砂）の流入を防げなかったためと推定する。なお，このメカニズム・原

因については公設消防に報告している。 

・コンセント内部への水分及び異物（土・砂）流入防止意識の不足 

コンセント内部への水分及び異物（土・砂）流入防止意識が不足していた

ため，当該コンセントをメーカ推奨とは逆向きにコンセントが上向き，コン

セントプラグが下向きとなるように設置した。結果してコンセント接続部よ

り水分及び異物（土・砂）が流入しやすい環境を作り出した。 

   

３．対策 

  （１）屋外コンセント内部への水分・異物（土・砂）流入防止策の実施 

「２－３事象の原因」を踏まえ，以下のとおり対策を行った。 

・屋外コンセントにおいて取付方向がメーカ推奨により指定されている場合

はこれを遵守するとともに，取付方向の向きにかかわらず，コンセント接

続部等，水分や土・砂が流入しやすい箇所はコンセントキャップ取付けや

異物流入防止用の養生（養生テープによる流入防止対策）等を行うととも

に発電所員や協力会社社員に配布している「構内立入者の遵守事項」に反

映する。 

［添付資料－６］ 

   

（２）屋外コンセントの使用状況に関する注意喚起 

      本事象に鑑み，屋外でのコンセント使用については、（１）で示した対策

に留意するよう所員及び協力会社に周知するとともに，当社所員においても

日々の巡視，工事監理等での注意すべき着目点として周知し注意喚起を行

う。特に発電所で実施している発電所管理職層による現場ウォークダウンで

は，設置環境の確認を視点として追加し強化していく。 

 

なお、今回の発煙事象を含め，短期間のうちに重ねて火災事象を生じたことについ

て，事業者として重く受け止め，これまで取り組んできた発電所における火災予防の

活動に各火災からの対策を観点として加える等，二度と火災は起こさないという強い

意志を持ち火災防止に努めていく。 
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４．その他講じた措置 

事象発生当日から，前述の原因調査と並行し，速やかに以下について対応を行っ

た。 

（１）本事象の周知と注意喚起 

ＪＩＴ情報※２を発行し，所員・協力会社社員に周知し，本事象について注意喚

起した。また，安全衛生推進協議会※３や防火部会※４を通じて本事象の周知と注意

喚起の徹底を行った。 
※２：Just In Time 情報（社内外での災害情報等を平易に纏め社内及び協力会社へ速やかに周知す

るための様式） 

※３：当社・協力会社にて安全衛生，防火に関する意識高揚と災害防止等に関し協議を行う会議体

（各社所長クラスが参加） 

※４：安全衛生推進協議会の下部組織であり，当社・協力会社にて火災防止に関する情報・諸課題

等を協議し，火災防止の推進を図る会議体 

 

（２）屋外に設置している発電所構内スズラン灯の使用停止 

今回の発煙事象の原因究明及び必要な対策が講じられるまでの間，屋外設置の

発電所構内の全てのスズラン灯の使用を停止した。 

 

（３）屋外に設置している発電所構内スズラン灯の異常有無の確認 

屋外設置の発電所構内のスズラン灯の全てのコンセント（コンセントプラグを

含む）を点検した結果，一部のコンセント内に水分やこれに伴う発錆があること

を確認したものの，当該スズラン灯コンセントのような土・砂の流入が無いこと

を確認した。 

［添付資料－７］ 

 

（４）屋外コンセント及び建屋付けカバー付き屋外コンセントの総点検 

「２－１原因調査」のうち，「（１）事象発生当日に確認した事実」及び「（２）

事象発生以降実施した当該スズラン灯コンセントの詳細調査」において，当該ス

ズラン灯コンセント内に水分及び土・砂の異物が確認されたことから，原因調査

と並行し屋外の全てのコンセントについて，①コンセントが上向きに設置された

ものの有無，②土・砂等の異物流入の有無，③水分流入の有無，④コンセント内

の錆・緑青等の有無の観点で総点検を実施した。 

この結果，2,174 個（工事会社が持ち込むコンセント類もあるため日々多少の

個数の変動はある）について，土・砂等の異物や水分の流入が無いこと，及びコ

ンセント内に錆・緑青等の異常がないことを確認した。 

上記に加え，建屋付けのカバー付き屋外コンセントについても①雨除カバーに亀

裂・破損があるものの有無，②コンセントに水分の付着があるものの有無，③コン

セントに変色がみられるものの有無，④泥水等が跳ねて被水するおそれがあるもの

の有無の観点で点検を実施した。 

この結果，130 個（屋外コンセント 2,174 個以外）について，雨除カバーに亀

裂・破損がみられたもの（2 個）は使用禁止（交換等予定）としたが，コンセン

トへの被水等による水分の付着や変色等の異常がないことを確認した。 

 ［添付資料－８］ 

 

 （５）他事業所等の調査 

    今回の事象に鑑み，屋外に設置したコンセント内部に水分を含んだ土・砂が流

入し発煙事象に至った事例を他事業所（他電力，県内他事業所）等に聞き取り調

査を行った。その結果，同様な事象は確認できなかった。 
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５．環境への影響 

本事象に伴う人身災害の発生ならびに周辺環境への影響は無く，モニタリングポス

トの指示値にも変動は無かった。 

［添付資料－９］ 

 

以 上 
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添付資料－１ 

（１／２） 

東海発電所・東海第二発電所構内配置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｎ

東海第二発電所 東海発電所

事象発生箇所 屋外敷地内駐車場 

（屋外 非管理区域） 

当該コンセント正面 

発煙場所 
当該コンセント内部

スズラン灯コンセントプラグ

スズラン灯 

拡大図（次頁）
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添付資料－１ 

（２／２） 
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図
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プ
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上
 

下
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ン
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ン

ト
が
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向

き
 

（
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セ

ン
ト

プ
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グ
 

が
下

向
き

）
に

設
置

 
ス

ズ
ラ

ン
灯

 

コ
ン

セ
ン

ト
設

置
部
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添付資料－２ 

事象の経緯 

 

日  時 事  象 

2022年12月6日 
16 時 49 分頃 

協力会社社員が，スズラン灯コンセントから発煙していることを確

認し協力会社警備員に連絡した 

16 時 50 分 
（覚知時刻） 

当社監視所から公設消防に通報した 

16 時 56 分 

当社社員が当該スズラン灯コンセントからコンセントプラグを引

き抜いた（この後，当該社員があらためて発煙の有無を確認した

ところ発煙が収まっていることを確認） 

17 時 01 分 公設消防到着（消防車 2台・レスキュー車 1台・指揮車 1台） 

17 時 04 分 公設消防追加到着（指揮車 1 台） 

17 時 04 分 茨城県に状況連絡 

17 時 05 分 東海村に状況連絡 

17 時 05 分 自衛消防隊出動 

17 時 21 分 
当社社員が当該スズラン灯の上流側ＮＦＢを「入」から「切」とし

た 

17 時 26 分～ 公設消防と共にコンセントの分解し内部を確認 

17 時 34 分 
公設消防は「火災である」（ショートによる電気火災の可能性が大で

ある（焦げ跡，炭化有り））と判断するとともに「鎮火」を確認した

（再燃の可能性なし） 
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添付資料－３
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添付資料－３ 

別紙－１ 

製造不良 

目的 製造不良によるコンセント不良が発煙の要因となるかを確認する。 

点検日 ２０２２年１２月７日 

確認内容 コンセントの設置時期及びその後の使用実績を確認する。 

確認結果 

 

当該スズラン灯及び当該スズラン灯コンセントは２０２２年２月（当該

スズラン灯及び当該スズラン灯コンセントに使用されている材料の出荷

証明書にて確認）に設置し，以降約１０か月間の使用実績があり，この間

に異常は確認されなかった。 
 
 
 

 

備考  

 

コンセント

コンセント

プラグ 

当該スズラン灯
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添付資料－３ 

別紙－２ 

過電圧 

目的 過電圧が発煙の要因となるかを確認する。 

点検日 ２０２２年１２月８日 

確認内容 上流側の電源盤 1L-1 CKT-201 の 1次側端子にて電圧を測定する。 

確認結果 

 

電圧測定結果 

対象 電圧値 判定基準 結果 備考 

T-R 207V 189V～231V 良  

 使用測定器：デジタルマルチメータ 

（型式：TY530 校正有効期限：2024 年 12 月 31 日） 

  

 

配線図と測定箇所 

 

備考  

 

 

測定箇所 

14



添付資料－３ 

別紙－３ 

 

過電流 

目的 過電流が発煙の要因となるかを確認する。 

点検日 ２０２２年１２月７日 

確認内容 
当該スズラン灯コンセント及び当該スズラン灯コンセントプラグに過電

流が通電された形跡があるかを目視で確認する。 

確認結果 

 

当該スズラン灯コンセント及びコンセントプラグの通電部に変色等の

過電流が流れた形跡は無いことを確認した。 

また，発煙事象発生時，上流側ＮＦＢの動作は無かった。 

 

              

 

  

備考  

 

分解後 

コンセント外観 

コンセントプラグ 
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添付資料－３ 

別紙－４ 

端子のゆるみ 

目的 端子のゆるみによるコンセント不良が発煙の要因となるかを確認する。 

点検日 ２０２２年１２月７日 

確認内容 
当該スズラン灯コンセント内の各端子の締め付け状態確認を行い，端子の

ゆるみがないことを確認する。 

確認結果 

 

コンセント内の配線 

黒線端子：ゆるみ無し 

白線端子：ゆるみ無し 

赤線（アース）端子：ゆるみ無し 

 

 

備考  

 

黒線端子 

白線端子 

赤線（アース）端子 

端子がゆるんでいないことを確認している様子 

コンセント内部 

ドライバーにて端子のゆるみを確認
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添付資料－３ 

別紙－５ 

コンセント内部の配線被覆の損傷 

目的 
当該スズラン灯コンセント内部の配線被覆の損傷が発煙の要因となるか

を確認する。 

点検日 ２０２２年１２月７日 

確認内容 配線被覆の状態を目視確認し，損傷の無いことを確認する。 

確認結果 

 

当該スズラン灯コンセント内部の配線 

黒線被覆：損傷無し 

白線被覆：損傷無し 

赤線（アース）被覆：損傷無し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

備考  

 

コンセントの外観 

コンセント内部 

配線被覆の損傷は

確認されなかった
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添付資料－３ 

別紙－６ 
 

コンセント内部の異物・水分の混入（１／２） 

目的 コンセント内部の異物・水分が発煙の要因となるかを確認する。 

点検日 ２０２２年１２月６日，７日 

確認内容 コンセント内部の異物・水分の混入状況を目視で確認する。 

確認結果 

 

コンセント内部を確認した結果，以下を確認した。 

【コンセント内部の異物】 

今回の発煙事象で発生したと思われるコンセント内部部品（ケース

部）の炭化物の他に，土・砂を確認した。 

【コンセント内部の水分の付着】 

発煙事象発生当日にコンセント内部に水分があることを確認した。 

  

  

 

※：土・砂には粒形が大きなものがあったが，力を加えると容易に細かく砂状に

なった。 

備考  

 

  

炭化物（黒色）

土・砂※ 

泥の付着（発生当日） 水分（発生当日） 

コンセント内部 

ケース部
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添付資料－３ 

別紙－６ 
 

コンセント内部の異物・水分の混入（２／２） 

目的 コンセント内部の異物・水分が発煙の要因となるかを確認する。 

点検日 ２０２２年１２月６日，７日 

確認内容 コンセント内部の異物・水分の混入状況を目視で確認する。 

確認結果 

 

【コンセント内部の状況】  

今回の発煙事象で発生したと思われるコンセント内部部品（ケース

部）の炭化物，土・砂を除去後にケース部を確認したところ，主に電源

端子部相間付近に熱による変形を確認した。 

このことから，当該部の土・砂及び水分により電気回路が形成され発

熱し発煙に至った可能性があると推定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

備考  

 

外側に熱による変形は無かった

（一部ひびを確認） 
【当該品内部（ケース部）部品の外側】 

アース端子 

電源端子部 

【健全品の内部構造】

熱による変形を確認した箇所 

【当該品内部（ケース部）部品の内側】

【当該品事象発生当日の状況】
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添付資料４－１ 

  

コンセント内部への水分流入の再現確認試験結果 
 

 

目   的 

 

コンセント内部への水分の流入状況を再現し確認する。 

 

試 験 日 

 

２０２２年１２月２７日，２０２３年１月１２日 

 

確 認 内 容 

 

当該事象が発生したコンセントと同種のコンセントを用意し，コンセン

ト内部へ水分が流入することを再現し確認を実施する。なお，設置方法に

よる差異を確認するために，コンセントが上向き（メーカ推奨の逆）に接

続した場合と，下向き（メーカ推奨通り）に接続した場合での散水（降雨

を模擬してコンセント及びコンセントプラグに上から一定時間水をかけ

る）により確認を行う。 

 

 

確 認 結 果 

 

 

  

確認の結果，上向き（メーカ推奨の逆）に接続した場合，コンセント内

部への水分流入を確認した。 

また，下向き（メーカ推奨通り）に接続した場合は，コンセント内部へ

の水分流入は確認出来なかった。 

   

 上向き（逆） 下向き（正） 

散水 流入あり 流入なし 

 

以上より，コンセントについては，下向き（メーカ推奨通り）に接続し

た場合，通常の屋外使用（降雨の状態）では水分がコンセント内部に流入

することはないが，上向き（メーカ推奨の逆）に接続した場合は,通常の屋

外使用（降雨の状態）でも流入することを確認した。 

 

備 考   

 

流入状況：コンセントカバー
内に水分の流入を確認 

水分の流入 

 

コンセント 

コンセント

プラグ 

コンセント接続部 

コンセント 

コンセント内端子 

コンセント内端子 

凡例 

水分 

コンセント接続部 

コンセント 

プラグ 

コンセント下向き コンセント上向き
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添付資料４－２ 

コンセント内部への土・砂流入の再現確認試験結果 

 

目   的 

 

コンセント内部に土・砂が混入していたことから，土・砂の流入する条

件を再現し確認する。 

 

試 験 日 

 

２０２３年１月１２日，１３日 

 

確 認 内 容 

 

コンセント内部に土・砂が流入することを再現するため，コンセント接

続状態において，コンセント接続部に当該コンセント周辺の土・砂を採取

しコンセント接続部に土・砂を付着・堆積させ，その後，降雨を模擬した

散水試験を行いコンセント内部の確認を行う。なお，散水量は以下の 3パ

ターンとし，散水時間は各試験 2分間ずつとする。 

①約 1 ㎜/h（小雨を想定） 

②約 10 ㎜/h（雨を想定） 

③約 30 ㎜/h（大雨を想定） 

 

 

確 認 結 果 

 

 

 

コンセント内部の土・砂の流入については，以下の通りとなった。 

 

 

 ①約 1 ㎜/h（小雨） ②約 10 ㎜/h（雨） ③約 30㎜/h（大雨）

土・砂の

流入 

コンセント内部に

土・砂の流入は確

認出来なかった 

コンセント内部に

土・砂の流入を確

認した 

コンセント内部に

土・砂の流入を確

認した 

 

以上より，コンセント接続部に土・砂が付着・堆積した状態で，降雨に

より，コンセント内部に水分と共に土・砂が流入することを確認した。 

 

備 考   

 

流入状況： 
コンセントカバー内に土・砂
及び水分の流入を確認 

土・砂及び水分の流入イメージ 土・砂及び水分の流入 

 

凡例 
土・砂 

水分 

コンセント接続部 

コンセント内端子 

コンセント 

コンセント 

プラグ 

コンセント 

コンセント内端子 

コンセント 

プラグ 
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添付資料４－３ 

  

コンセントの通電・発熱試験結果（その１） 
 

 

目   的 

 

水分や土・砂が流入したコンセントを用いて通電時の発熱状況を確認

する。 

 

試 験 日 

 

２０２３年１月１６日～１９日  

 

確 認 内 容 

 

流入した水分や土・砂がどのような状態の時にコンセント内部で発熱す

るか検証するため，当該事象が発生したものと同種のコンセントとコンセ

ントプラグを用意し，コンセント内部へ水分や土・砂が流入した状況を再

現したうえで２００Ｖの電圧を与え，状況の変化を確認する。 

・水分のみが流入した状態で通電試験を行う。 

・乾燥した土・砂のみが流入した状態で通電試験を行う。 

・水分及び土・砂が少量の流入又は蓄積された状態で通電試験を行う。

 

 

確 認 結 果 

 

 

コンセント内部に，水分のみ，土・砂のみや水分及び土・砂(少量)が流

入した状態で通電した場合は，コンセントに有意な温度上昇は生じなかっ

た。 

また，水分及び土・砂が内部に蓄積された状態で通電した場合には，コ

ンセントが発熱（外面温度の上昇）し，一定時間後に温度上昇は平衡状態

となった。   

その後，コンセント内部を確認したところ，水分及び土・砂が乾燥して

砂状となっていた。 

 

流入 変化 

水分のみ 通電開始直後 12.8℃→約 10 分後 13.3℃ 

乾燥した土・砂のみ 通電開始直後 14.7℃→約 10 分後 11.7℃ 

水分及び土・砂(少量) 通電開始直後 13.8℃→約 10 分後 11.9℃ 

水分及び土・砂(蓄積) 約10分で25.1℃⇒45.3℃に外面温度上昇後平衡

 

               
 乾燥した土・砂   水分及び土・砂(少量)  水分及び土・砂(蓄積) 

 

以上より，当該コンセントについては，コンセント内部に水分のみ，あ

るいは乾燥した土・砂のみ，水分及び土・砂(少量)が流入した状態で通電

しても温度上昇は生じないが，水分及び土・砂が蓄積された状態で通電し

た場合は，発熱することを確認した。また，発熱によりコンセント内部の

水分が蒸発して乾燥すると，発熱が停止することも確認した。 

備 考   
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添付資料４－４ 

  

コンセントの通電・発熱試験結果（その２） 
 

 

目   的 

 

コンセント内部がどのような状態の時に発熱・発煙に至るか検証する。 

 

試 験 日 

 

２０２３年１月２４日，２６日 

 

確 認 内 容 

 

当該事象が発生したコンセントと同種を用意し，内部に乾燥した土・砂

が蓄積された状況を再現したうえで，水分を継続し流入させて通電し，発

熱（温度上昇）が継続すること確認する。 

 

 

確 認 結 果 

 

 

 

コンセント内部に乾燥した土・砂が蓄積された状態で水分を流入させ通

電して温度上昇を生じさせた場合，数分して水分が蒸発すると温度上昇は

停止する。その後，水分を再度供給したところ，温度上昇が再開し内部温

度は 90.0℃※以上まで上昇することを確認した。 

※：コンセントカバーを外して計測 

 

 確認温度 

コンセントカバーを外して計測 内部 93.8℃（サーモグラフィ）

通電開始から約 30 分後に確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上より，コンセント内部に乾燥した土・砂が蓄積された状態におい

て，降雨により水分が継続し流入した場合，発熱による温度上昇が継続

し，コンセントの変形や発煙が生じる温度まで達する可能性が高いこと

が判った。 

 

備 考  

 

 

試験時の写真 
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添付資料４－５ 

コンセント内部への土・砂の蓄積試験結果 

目   的 
水及び土・砂が流入・乾燥を繰り返すことでコンセント内部に土・砂

が流入，蓄積することを確認する。 

 

点 検 日 

 

２０２３年１月２５日 

 

確 認 内 容 

 

コンセント内部に水分及び土・砂が流入することで，発熱に至ることが

再現できたことから，土・砂が流入，蓄積することを試験により再現する。

当該事象が発生したコンセントと同種のコンセントを用意し，以下の要

領にて水分と土・砂が流入・乾燥を繰り返す状況を再現することで，コン

セント内部に徐々に土・砂が蓄積することを確認する。 

①コンセント外部から水及び土・砂をかけ，コンセント内部に水分及び土・

砂を流入させる。 

②水及び土・砂をかけた箇所にドライヤーで温風を当てることで水分を蒸

発させ，乾燥させる。 

③上記により土・砂が残った箇所にコンセント外部から新たに水及び土・

砂をかけたうえで，改めてドライヤーによる乾燥を実施。 

これを繰り返す。 

 

 

確 認 結 果 

 

 

確認の結果，コンセント外部から水及び土・砂をかけることで，わずか

ではあるがコンセント内部に水分及び土・砂が流入すること，これが乾燥

することで，コンセント内部に土・砂が残ること，これらを繰り返すこと

で，コンセント内部に蓄積する土・砂が増加することを確認した。 

試験 

4 回目

 
まばらに土・砂が付いている状態 

試験 

12 回目

 
カバー内全体に土・砂が付いている状態 

試験の回数を重ねるごとに，内部の土・砂の量が増加していることが確

認できたことから，当該コンセント設置期間中にはさらに蓄積していった

ことが推測される。 
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添付資料４－５ 

 

 

 

備 考  

 

土・砂の蓄積イメージ 

 凡例 

水分 

土・砂 

コンセント 

コンセントプラグ 
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添付資料－５ 

（１／２） 

事象発生のメカニズム 

①－１当該コンセント接続部への土・砂の付着 

当該コンセントとコンセントプラグは，コンセント側の外径が大きいことから，コンセントを下向

きに設置する場合は，コンセントがコンセントプラグを傘のように覆う構造である。しかし，当該コ

ンセントは下図（左側丸囲み）の様にメーカ推奨とは逆向きにコンセントが上向きに設置される状態

にあり，コンセント接続部には土・砂が溜まりやすい状態となっていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①－２当該コンセント接続部への土・砂の

付着 

スズラン灯の使用期間中に，周辺の土・

砂がコンセント接続部に付着・堆積した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②当該コンセント内部への土・砂の流入 

スズラン灯の使用期間中に，降雨に

よりコンセント接続部に付着・堆積し

た水分及び土・砂がコンセント内部に

流入した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

26



添付資料－５ 

（２／２） 

③当該コンセント内部へ流入した土・砂の蓄積及び④蓄積した土・砂が湿潤状態となった

ことに伴う発熱・発煙の発生 

スズラン灯の使用期間中に，降雨により少量の土・砂が流入する事象が繰り返さ

れ，コンセント内に蓄積し，コンセント内部に通常とは異なる電気回路が形成され，

発熱・発煙した。 
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添付資料－６ 

水分及び異物（土・砂）流入防止のイメージ 

 

３．対策に記載の「コンセント接続部等，水分や土・砂が流入しやすい箇所はコンセント

キャップ取付けや異物流入防止用の養生（養生テープによる流入防止対策）等を行う」につ

いてのイメージは以下の通り。 

 

（１）コンセントキャップ取付イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）異物流入防止用の養生イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 

キャップ取付箇所 

異物流入防止対策後 

養生箇所 
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添付資料－８ 

 
 

 

屋外コンセント及び建屋付けのカバー付き屋外コンセント 総点検結果 

目的 

当該スズラン灯コンセント内に水分及び土・砂が確認されたことから，建屋付けのカバ

ー付きコンセントを含めた屋外の全てのコンセントついて総点検を実施する。 

 

（１）屋外コンセント点検 

点検期間：2022 年 12 月 7 日～2022 年 12 月 26 日 

点検内容： 

①コンセントが上向きなものの有無 

②泥や砂等の異物流入の有無 

③水分流入の有無 

④錆・緑青等の異常の有無 

点検結果： 

コンセント総数 2,174 個 

点
検
内
容 

①コンセントが上向きなもの 無 

②泥や砂等の異物流入があるもの 無 

③水分流入があるもの 無 

④錆・緑青等の異常があるもの 無 

 

（２）建屋付けのカバー付き屋外コンセント 

点検期間：2023 年 1 月 16 日～2023 年 1月 30 日 

点検内容： 

①雨除カバーに亀裂・破損があるものの有無 

 ②コンセントに水分の付着があるものの有無 

 ③コンセントに変色がみられるものの有無 

 ④泥水が跳ねて被水する恐れがあるものの有無 

点検結果： 

建屋付けのカバー付きコンセント総数 130 個 

点
検
内
容 

①雨除カバーに亀裂・破損があるもの 2 個(※) 

②コンセントに水分の付着があるもの 無 

③コンセントに変色がみられるもの 無 

④泥水が跳ねて被水する恐れがあるもの 無 

※：雨除カバーに亀裂・破損がみられたものは使用禁止とし，修繕（交換等）予定としている。 

以上 

雨除カバー付き 

コンセントイメージ 

屋外コンセントイメージ 
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ド
 

添付資料－９ 

（１／２） 
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-［

１
分

値
パ

ト
ロ

ー
ル
］
 

 

添付資料－９ 

（２／２） 
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